別記様式１補足資料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　作目　　　　　　
１　就農予定者の導入する作目の、就農地域における生産・販売状況等

	 栽培面積
	
	 生産量
	
	 生産額
	

	 生

 産

 者

 部

 会

 等
	 名称
	
	 会員数
	

	
	 活動概要



	 特徴・将来性・問題点等




２　自家経営の現状（親の経営の現状）

	 作目・品目
	面　積
	生産量
	生産額
	備　　　考

	
	
	
	
	

	 経営形態
	
	　労　力
	 家族　　　人・雇用　　　人

	 　特徴等




３　就農用地の確保候補地

	 面　積
	 　　　　㎡
	 確保の方法
	借地・購入・その他（　　　　　　　）

	 進捗状況等



	 確保後必要な措置




４　農業技術対策
	習得度合並びに技術向上対策及び支援者
	


５　経営規模・労働力・設備機械
	就農時の労働力と今後の対応

	


　

６　販売対策
	販売計画の根拠及び支援者

	


７　経営力・生活力
	経営収支と家計収支の現状と将来見込み
	


記載上の留意事項（青年等就農計画補足資料）
１　１の「就農予定者の導入する作目の、就農地域における生産・販売状況等」は、その作目の産地・生産者グループについて、販売体制、生産体制、市場評価、グループ内生産者の技術水準等を記載する。
マイナー作目や独自の販売を目指す場合については、その生産・販売計画の妥当性を示すデータを出来る限り示す。

２　２の「自家経営の現状」は、親兄弟の経営と区分した農業経営を開始する場合、或いは、親兄弟の経営支援が前提となる独立経営を行う場合、その親兄弟の経営状況を記載する。
３　３の「就農用地の確保候補地」は、土地の所有者との借用に関する申し合わせ状況、住居と就農用地との通作距離を記載する。また、施設などを併せて借入れる場合もその所有者との借用に関する申し合わせ状況を記載する。ほか、排水・用水対策、生産用地以外の必要スペースの確保、規模拡大用地の見込み等記載する。
４　４の「農業技術対策」は、作付予定作目の技術習得状況並びに、技術向上対策及び支援者について記載する。

５　５の「経営規模・労働力・設備機械」は、必要労働が確保できているか、設備・機械は揃っているか記載する。

６　６の「販売対策」は、販売計画の実現性を示す根拠、支援者等を記載する。
７　７の「経営力・生活力」は、農業で生計を立てるまでの経営収支、家計収支に問題はないか記載する。
